
横浜新道

品濃橋

上品濃公園 湘南医療大

老健

西口

会場
ココ

病院バス
乗り場（拡大図左）

東戸塚駅

東急
ストア 西口

東戸塚駅

サイゼリヤ
松屋

東戸塚西口
プラザ

年金
事務所

駐輪場

積水
ハウス

コンビニ

参加には、事前予約が必要（７名未満の場合は中止）

東戸塚駅西口から
無料病院バス５分

徒歩では駅から1５分

ふれあい東戸塚ホスピタル
２階 会議室

マスク着用・手指消毒など、感染対策にご協力ください

会
場

西口拡大図

病院バス乗り場

ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045ｰ827ｰ2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16ｰ８

お問合せ・ご予約

　肩に痛みがあったり、動きが悪くなってい
ることを、年のせいにしていませんか？「四
十肩」「五十肩」「腱板断裂」「筋・肩関節
唇炎」などの原因を知り、正しい対処法と
予防方法を学びましょう。理学療法士が実
演を交えてお伝えします。

諦めないで肩のお悩み～肩こりから腱板断裂まで～

事前予約の上、会場にて聴講参加方法

３月26日（木）13:00～14:00日 時

理学療法士
伊藤 雅泰
ふれあい東戸塚ホスピタル講 

師

医学講座 12月講座の振替開催完全予約・無料２０名

■ JR関内駅
　 南口徒歩３分
■ 伊勢佐木長者町駅
　 ２番出口徒歩３分

最寄駅

ふれあい横浜ホスピタル
２階 会議室

会 

場

事前予約で参加が可能（電話受付）

大通り公園

横浜
スタジアム

関内駅

地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

南
口

会場
ココ

ふれあい横浜ホスピタル
☎045ｰ681ｰ5101（代表）
横浜市中区万代町２ｰ３ｰ３

お問合せ・ご予約

　大腸がんの治療は、進行度に応じて内
視鏡治療、手術、化学療法、放射線治療な
どを組み合わせて行ないます。早期がんで
は内視鏡での治療、進行がんでは手術に
よる治療が中心です。大腸がんの治療に
ついて詳しく説明します。

大腸がんの治療方法
事前予約で会場にて無料聴講参加方法

３月18日（水）14:00から日 時 講 

師
医師鮫島 伸一

外科
ふれあい横浜ホスピタル

医学講座 １５名無料・予約順

詳細または
ご応募は
こちらから
　　▶▶▶

一般病棟

産婦人科病棟

回復期リハビリ
テーション病棟

障害者病棟康心会汐見台病院

磯子区汐見台1-６-５
ケアミックス型の総合病院

（担当／総務課 赤岡）お問合せ 045 -761-3581

看護師を大募集！常勤

経験に応じて優遇
月給250,200円～

自分らしく働こ
う

就業スタイル
選べる！

常勤 非常勤
正社員 パート

常勤

非常勤

実質

活用

０円

０時間フル
年３回

残 

業

ス
キ
マ
時
間

医
療
費

ボ
ー
ナ
ス

駅近
２駅どちら

も

徒歩３分！

関内駅
伊勢佐木長者町駅

楽 々

夜勤 な
し

通所リハ担当だから

食事の配膳

車椅子介助

レクの企画

充足後、即終了
急募！

介護士介護士
ふれあい横浜ホスピタル    045-681-5101ふれあい横浜ホスピタル    045-681-5101 ▲給与・エントリー▲給与・エントリー

介護職員
初任者研修
修了者

帯状疱疹ワクチン

接種前に確認すべきこと
対象年齢や期限、種類

迷った時は相談を

二種類から選べる接種
東戸塚ホスピタルの帯状疱疹ワクチン

危
険
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
Ｑ
．
定
期
接
種
の
対
象
年
齢
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．（
栗
原
医
師
）
今
年
度
は

経
過
措
置
と
し
て
、
複
数
の
年
齢

の
方
が
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
基
本
的
に
は
65
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
年
に
、
接
種
費
用
の
助

成
が
あ
る
定
期
接
種
に
な
り
ま

す
。
現
在
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

は
２
種
類
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
に

す
る
か
は
、
当
院
の
医
師
に
相
談

し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
適
し
た
方

を
決
め
ま
し
ょ
う
。

■
取
材
協
力

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７
㈹

ウ
イ
ル
ス
感
染
か
ら
発
症
ま
で
の

潜
伏
期
間
が
異
な
り
、
一
定
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
治
療
で
は
、
原
因

と
な
る
ウ
イ
ル
ス
の
増
殖
を
抑
え

る
『
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
』
と
、
痛
み

止
め
の
薬
を
投
与
す
る
こ
と
が
中

心
に
な
り
ま
す
。

　

か
つ
て
感
染
し
た
水
ぼ
う
そ
う

の
ウ
イ
ル
ス
は
、
加
齢
／
疲
労
／

ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
っ
て
発
症
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
で
免
疫
の
強
化
を
図
ろ

う
と
い
う
の
が
、
帯
状
疱
疹
の
予

防
接
種
（
ワ
ク
チ
ン
接
種
）
で
す
。

帯
状
疱
疹
を
完
全
に
防
ぐ
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
症
を
抑
え

る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
Ｑ
．
な
ぜ
帯
状
疱
疹
は
、
注
意

を
要
す
る
病
気
な
の
で
す
か
？

　

Ａ
．（
本
間
副
院
長
）
皮
膚
症

状
が
治
癒
し
て
も
、
痛
み
が
継
続

す
る
「
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
（
Ｐ

Ｈ
Ｎ
）」
と
呼
ば
れ
る
合
併
症
の

　

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

で
は
、
総
合
診
療
科
で
帯
状
疱
疹

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
担
当
医
師
に
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
Ｑ
．
帯
状
疱
疹
は
、
水
ぼ
う
そ

う
と
何
が
違
う
の
で
す
か
？

　

Ａ
．（
織
本
院
長
）帯
状
疱
疹
は
、

は
、
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
関
で
予

約
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
年

齢
が
年
度
ご
と
に
異
な
る
の
で
、

し
っ
か
り
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
２
種

類
（
生
ワ
ク
チ
ン
と
組
換
え
ワ
ク

チ
ン
）
あ
る
の
で
、
接
種
の
可
否

の
ほ
か
、
ど
ち
ら
の
ワ
ク
チ
ン
に

す
る
か
を
医
師
と
相
談
し
て
か
ら

予
約
す
る
と
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

皮
膚
が
痛
む
よ
う
に
な
る
病
気
で

す
。
通
常
は
、
潜
伏
中
の
ウ
イ
ル

ス
は
、
自
身
が
も
つ
免
疫
力
に

よ
っ
て
活
動
が
抑
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
加
齢
や
疲
労
な
ど
に

よ
っ
て
、
ウ
イ
ル
ス
が
暴
れ
出
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
帯
状

疱
疹
で
す
。

今
年
度
か
ら
定
期
接
種
に

　

50
歳
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
、

国
内
の
帯
状
疱
疹
の
患
者
数
が
増

え
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、
今
年

度
（
２
０
２
５
年
度
）
か
ら
、
そ

の
年
度
に
65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
人
を
対
象
に
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
費
用
の
助
成
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
「
帯
状
疱
疹
」
と
は
、
主
に
幼

少
期
に
「
水
ぼ
う
そ
う
」（
水
痘
）

に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
が
、

治
っ
た
後
も
体
内
に
ウ
イ
ル
ス
が

潜
伏
し
続
け
、
再
び
発
疹
が
出
て

ふれあい東戸塚ホスピタル
総合診療科 担当

☎045-827-2637
横浜市戸塚区上品濃16-8

【東戸塚駅西口から無料病院バス５分】

織本 健司
院長

織本 健司
院長

本間 和夫
副院長

本間 和夫
副院長

栗原 和男
医師

栗原 和男
医師

ふれあい東戸塚ホスピタル

 今年度（2025年度）から
国が推奨する定期接種に！

対 象

70歳・75歳・80歳・
85歳・90歳・95歳・
100歳以上の誕生日を迎える方も対象

毎年度の

経過措置による対象
今年度

お気軽にご予約・相談を。

（2026年3月31日まで）

65歳65歳
の誕生日を迎える方

帯状疱疹ワクチン

水ぼうそう・
帯状疱疹ウイルス

ウイルスが再活性化

治癒後も
体内に潜伏水ぼうそう 帯状疱疹

記
憶
障
害
や
思
考
力
低
下
を
改
善

「
手
術
で
治
せ
る
認
知
症
」と
は

特
発
性
正
常
圧
水
頭
症
と
慢
性
硬
膜
下
血
腫

　
　

術
後
の
し
び
れ
、ま
ひ
な
ど
も

   

脳
手
術
医
に
よ
る
頼
れ
る
診
療
を
身
近
に

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
石
井
映
幸 
副
院
長

ど
う
し
て
も
医
師
と
患
者
さ
ま
の

距
離
が
離
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
当
院
は
、
術
後
の
リ
ハ

ビ
リ
を
必
要
と
し
て
い
る
方
に
対

し
て
、
病
棟
（
入
院
）
ま
た
は
通

院
に
よ
っ
て
、
そ
の
専
門
医
療
や

後
遺
症
の
治
療
を
医
師
が
直
接
担

当
す
る
病
院
で
す
。
脳
の
病
気
や

後
遺
症
は
、
長
く
付
き
合
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

す
。
し
び
れ
な
ど
の
感
覚
障
害
、

手
足
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
運

動
ま
ひ
の
ほ
か
、
認
知
機
能
の
低

下
が
起
こ
る
方
も
い
ま
す
。
今
す

ぐ
改
善
し
な
い
症
状
で
あ
っ
て

も
、脳
外
科
の
専
門
性
を
も
っ
て
、

寄
り
添
い
続
け
て
い
き
ま
す
」。

同
院
☎
０
４
５・５
８
６・１
７
１
７

鶴
見
区
東
寺
尾
４
の
４
の
22

ま
す
。
今
回
は
、
石
井
副
院
長
の

お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

術
後
の
専
門
医
療
の
必
要
性

　
「
脳
外
科
医
と
し
て
、
手
術
で

重
篤
な
脳
疾
患
の
患
者
さ
ま
の
命

を
つ
な
ぎ
止
め
る
こ
と
は
大
き
な

役
割
で
あ
り
、
私
自
身
も
大
学
病

院
で
長
年
、
執
刀
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
手
術
が
成
功
し
て
患
者
さ

ま
の
容
体
が
安
定
す
る
と
、
治
療

の
バ
ト
ン
は
リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
の

手
に
渡
り
ま
す
。
手
術
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
現
場
で
は
、
術
後
は

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
で

脳
神
経
外
科
を
担
当
し
て
い
る
の

は
、
副
院
長
の
石
井
映
幸
医
師
と

医
長
の
土
屋
喜
照
医
師
で
す
。

　

石
井
副
院
長
は
、
大
学
病
院
で

約
20
年
に
わ
た
っ
て
脳
の
手
術
な

ど
を
行
な
っ
て
き
た
専
門
性
を
基

盤
に
、
地
域
に
根
差
し
た
身
近
な

医
師
と
し
て
現
在
、
活
躍
し
て
い

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
は「
脳
神
経
外
科
」

が
あ
り
、
脳
の
外
傷
だ
け
で
な
く
、
け
い
れ
ん
や
手

足
の
運
動
ま
ひ
な
ど
の
症
状
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

じ
わ
じ
わ
と
血
腫
が
拡
大

　

同
じ
よ
う
に
、「
慢
性
硬
膜
下

血
腫
」
も
手
術
に
よ
っ
て
物
忘
れ

な
ど
の
症
状
の
改
善
が
期
待
で
き

ま
す
。こ
れ
も
脳
の
傷
病
で
す
が
、

「
手
術
で
治
せ
る
認
知
症
」
と
呼

ば
れ
ま
す
。

　
「
慢
性
硬
膜
下
血
腫
」
は
、
軽

微
な
頭
部
外
傷
を
受
け
た
後
に
、

数
週
間
か
ら
数
カ
月
に
わ
た
っ
て

頭
の
中
の
硬
膜
下
に
じ
わ
じ
わ
と

血
液
が
た
ま
っ
て
い
く
病
気
で

す
。
血
の
塊
（
血
腫
）
が
大
き
く

な
る
に
つ
れ
て
脳
を
圧
迫
す
る
の

で
、
物
覚
え
が
悪
く
な
っ
た
り
、

思
考
力
が
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、

手
足
の
ま
ひ
、
て
ん
か
ん
発
作
な

ど
の
、
脳
の
局
所
症
状
が
み
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

や
記
憶
障
害
、
尿
失
禁
な
ど
の
認

知
症
の
よ
う
な
症
状
が
現
れ
ま

す
。
手
術
治
療
に
よ
っ
て
改
善
が

で
き
る
の
で
、「
手
術
が
で
き
る

認
知
症
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
「
水
頭
症
」
と
は
、
頭
の
中
に

髄
液
が
異
常
に
貯
留
し
て
脳
室
や

そ
の
他
の
頭
蓋
内
腔
が
拡
大
し
た

状
態
を
指
し
ま
す
。
複
数
の
種
類

が
あ
り
ま
す
が
、
特
発
性
の
「
正

常
圧
水
頭
症
」
で
は
、
歩
行
障
害

　

脳
疾
患
の
「
正
常
圧
水
頭
症
」
や
「
慢
性
硬
膜
下

血
腫
」
は
、
認
知
症
の
よ
う
な
症
状
が
出
ま
す
。
判

別
に
は
、
脳
神
経
外
科
の
専
門
診
察
が
必
要
で
す
。

正常

脳のCTイメージ

脳のCTイメージ

脳室が拡大

正常 硬膜下に出血

正常圧水頭症

慢性硬膜下血腫
硬膜

脳室

ふれあい鶴見ホスピタル
脳神経外科

石井 映幸 副院長

取材協力
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▲東京方面
横浜駅

首都高速

天理
ビル

ヨドバシ
カメラ

横浜ベイ
シェラトン

鶴屋町３丁目

西口

体験入居
期間３月１日（日）～３月15日（日）

お一人さま２泊３日22,000円～泊まる

食べる 食事   見学会付 

き

予約制・１日１組限定

予約制・１日１組限定

施設で提供している当日メニューが食べられる

毎週金・土・日曜日無料 開催

期間

住宅型有料老人ホーム

シニアホテル横浜西口 TEL

徒歩８分８分

横浜市神奈川区鶴屋町３-32-４

045-755-7200

有料老人ホーム

横浜駅まで最も近いホーム

横浜駅
西 口

通常借家契約・自動更新条項あり/敷地面積1044.57m2
延床面積5001.56m2（有料老人ホーム部分4640.92m2：
鉄筋コンクリート造・地上9階建・全73室）/利用権方式（返
還金制度あり）/2024年7月1日開設/５室募集/入居一時
金1,000万円～7,080万円（１人）、夫婦の場合500万円
追加/月額260,070円～/65歳以上の自立・要支援・要介
護/（有）湘南ふれあいの園2026年3月31日迄有効

地下街
南12番出口

こちらも
無 料

３月７日（土）・14日（土）
14：00開始

失敗しない
老人ホームの選び方

中高年向けセミナー

予約10名さま

「横浜を離れたくない」「子どもや孫には会いたいけれど、もてなすのは体力的にそろそろ難しい」
「夫婦それぞれ自由を満喫したい！でも、留守中の相手の体調が心配」「いつでも会える距離に親を呼び寄せたい」
そんな “ハマッ子”のお悩みは、横浜駅から一番近い住宅型有料老人ホーム・シニアホテル横浜西口で解決を！

24時間 365日外出・面会が可能な上に、お出掛けにアクセス抜群な高齢者住居です。

見
学   

×   

食
事   

×   

体
験  

安心暮らし
体験フェア
～ 第３弾 ～

横浜の中心で愛をさけぶ
横浜への地元愛が止まらない “ハマッ子”はシニアホテル横浜西口で決まり！

研究費担当者を募集（所属・総務課）
「人のために生きる」未来の医療人を育成する大学でのお仕事です。

詳
細・ご
応
募
は
こ
ち
ら
▶

■ 学生の成長を肌で感じることができる職場
■ 研究に関する業務にご興味のある方は、ぜひご応募を！
■ 駅から徒歩圏内。シャトルバスの利用も可能。

大 学
事務職員

湘南医療大学
学校法人

湘南ふれあい学園 横浜市戸塚区上品濃16-48
〈最寄り /東戸塚駅〉

普通自動車免許
所有者は尚可

研究費業務経験者は優遇急募
綾瀬厚生病院ご応募・詳細看護師免許が不要のお仕事です ⬇

パートタイム
時 給

1300円～
医療費補助
 保育所
あり

ユニフォーム
貸与

無 料

車通勤OK
 駐車場

看護の現場を支え、患者さまを支える

看護助手

㈱フォーライフ企画0467-84-0167
時給UP
しました 詳しくはお電話で

訪問美容
病院や介護施設の方に、理美容サービスを提供するお仕事です。

横浜市内または湘南地域へ直行・直帰（10：00－17：00）

シ

ャ
ンプー カット

カ
ラ

ー パー
マ

2,100円
急募急募

同院

詳細は、お電話などでお問合せください。
QRコードから待遇等をご確認の上、
ご応募ください。

045-681-5101（代） h-kimura@fureai-g.or.jp

MSW
医療相談員 ふれあい横浜ホスピタル

■ ２駅（JR・地下鉄）から徒歩３分、通勤便利♪
■ 社会福祉士の資格をお持ちの方
■ 常勤または非常勤を募集

書類 面接選考

安定の仕事
医療・介護 消防設備点検系施設での

（株）エフ.アンド.ユアライフ
本社所在地：神奈川県茅ヶ崎市円蔵370

☎0467-84-6680
FandY@fureai-g.or.jp

甲種消防設備士 
普通自動車免許

募集
会社

応募
先

必須経験により給与を考慮　　多数の資格所有者は厚遇！
046-233-5110

看護師または准看護師

保育園が無料！

車通勤もOK♪

医療法人社団 
さがみ野中央病院
 （相鉄線「さがみ野駅」から徒歩5分）

募  集

勤務地

いずれかの
免許必須

地域病院（さがみ野中央病院）の看護師募集

応募はお電話またはQRコードから応募はお電話またはQRコードから

◀

　

○
…
着
任
し
て
か
ら
丸
５
年

が
経
ち
ま
す
。
分
娩
を
中
心
と

す
る
「
産
科
」
部
門
も
、
子
宮

や
卵
巣
な
ど
に
由
来
す
る
症
状

を
扱
う
「
婦
人
科
」
の
ど
ち
ら

も
担
当
し
て
い
ま
す
。「
数
年

来
の
患
者
さ
ま
も
い
て
、
そ
の

方
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
人
生

観
な
ど
に
沿
っ
た
診
療
が
で
き

る
こ
と
に
、
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。
患
者
さ
ま
の
性
格

な
ど
も
含
め
て
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
情
報
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
な
が
ら
、
抱
え
る
悩
み
や
不

安
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
す
」。

　

○
…
康
心
会
汐
見
台
病
院
で

は
、
分
娩
に
と
も
な
う
痛
み
を

和
ら
げ
緊
張
を
ほ
ぐ
す
こ
と

で
、
出
産
の
負
担
の
軽
減
化
を

図
る
無
痛
分
娩
や
和
痛
分
娩
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。「
当
院
は

分
娩
を
控
え
て
い
る
方
の
思
い

や
ご
希
望
に
応
じ
て
、
出
産
方

法
を
選
択
で
き
る
環
境
だ
と
思

い
ま
す
」。

　

○
…
婦
人
科
部
門
で
は
、
卵

巣
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
嚢
胞
や
子

宮
筋
腫
な
ど
の
良
性
腫
瘍
に
対

す
る
手
術
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

「
当
院
で
は
、
患
者
さ
ま
の
体

を
で
き
る
限
り
傷
付
け
な
い
手

術
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
腹
腔

鏡
手
術
は
そ
の
一
つ
で
、
大
き
く

お
腹
を
切
ら
ず
に
数
カ
所
の
小

切
開
で
実
施
で
き
る
方
法
で
す
。

し
か
し
何
よ
り
も
大
切
に
し
て

い
る
の
は
、
患
者
さ
ま
の
ご
意

向
で
す
。
手
術
は
目
的
で
は
な

く
治
療
手
段
の
一
つ
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。
患
者
さ
ま
の
お
気
持
ち

に
沿
っ
て
選
択
肢
を
広
げ
た
り
、

よ
り
マ
ッ
チ
し
た
治
療
法
を
提

案
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
」
と
優
し
く
語
り
ま
し
た
。

この「人」に聞く

   

治
療
の
選
択
肢
を
広
げ
る

　 

　
　
　
　
　
信
頼
と
医
療
技
術

丸田 剛徳 医師
 （まるた たけのり）　　　　
康心会汐見台病院

【産婦人科】
日本産科婦人科学会 専門医・指導医
日本産科婦人科内視鏡学会 技術認定医
　　　　　　　　　　　　          ほか

女
性
の
た
め
の
骨
盤
講
座

幅
広
い
世
代
が
興
味
津
々

現
役
の
産
婦
人
科
医
が
生
解
説

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
で
は
、
健
康
や
医
療
に
つ
い

て
学
べ
る
無
料
講
座
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
12
月
は
、骨
盤
ケ
ア
講
座
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

横
浜
市
屏
風
ヶ
浦
地
域
ケ
ア
プ

ラ
ザ
（
磯
子
区
）
で
開
催
さ
れ
た

康
心
会
汐
見
台
病
院
主
催
の
「
女

性
の
健
康
を
守
る
骨
盤
ケ
ア
講

係
を
説
明
し
、
姿
勢
の
崩
れ
と
尿

も
れ
に
予
防
効
果
が
あ
る
体
操
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
参
加

者
と
一
緒
に
体
操
を
行
な
う
時
間

も
取
ら
れ
ま
し
た
。

　

金
坂
理
学
療
法
士
は
、「
正
し

い
体
の
使
い
方
を
知
る
こ
と
は
、

日
常
生
活
の
質
の
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。
当
院
（
康
心
会
汐
見
台

病
院
）
の
産
婦
人
科
は
、
医
師
に

よ
る
出
産
だ
け
で
な
く
、
思
春
期

か
ら
更
年
期
、
高
齢
期
の
女
性
の

健
康
を
支
え
る
診
療
科
で
す
。
当

院
は
総
合
病
院
で
す
の
で
、
他
の

診
療
科
と
連
携
し
な
が
ら
、
受
診

者
さ
ま
の
健
康
を
総
合
的
に
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
が
あ
り
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

◇
同
院
で
は
、
定
期
的
に
医
学
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
同
院
の

医
療
啓
発
活
動
や
参
加
方
法
に
つ

い
て
は
直
接
、
康
心
会
汐
見
台
病

院
（
☎︎
０
４
５・７
６
１・３
５
８

１
／
磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の

５
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

座
」
に
、
同
院
の
産
婦
人
科
・
丸

田
剛
徳
医
師
＝
今
号
「
こ
の
人
に

聞
く
」
で
紹
介
＝
が
登
壇
し
、
骨

盤
臓
器
脱
の
解
説
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
骨
盤
臓
器
脱
と
は
、
出
産

や
加
齢
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の

変
化
な
ど
に
よ
っ
て
女
性
に
起
こ

る
症
状
の
一
つ
で
す
。
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
ご
と
に
生
じ
る
問
題
を
取

り
上
げ
、
受
診
す
べ
き
タ
イ
ミ
ン

グ
を
解
説
。
日
常
生
活
上
の
注
意

点
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
も
扱
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
治
療
法
の
解
説
も
あ

り
、
保
存
的
治
療
と
手
術
治
療
の

違
い
、
さ
ら
に
同
院
で
丸
田
医
師

が
実
際
に
執
刀
し
て
い
る
手
術
内

容
を
含
め
て
、
治
療
に
は
複
数
の

選
択
肢
が
存
在
す
る
こ
と
を
丁
寧

に
伝
え
て
い
ま
し
た
。

姿
勢
崩
れ・尿
も
れ
予
防
の
体
操

　

講
座
の
後
半
に
は
、
同
院
の
リ

ハ
ビ
リ
療
法
士
（
金
坂
美
絵
子
理

学
療
法
士
）
に
よ
る
女
性
の
姿
勢

の
崩
れ
と
、
尿
も
れ
リ
ス
ク
に
つ

い
て
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

更
年
期
に
姿
勢
が
変
化
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
骨
盤
機
能
と
の
関

骨盤臓器脱を解説する丸田医師（左上）

取材協力
2



合格の先に、薬剤師としての道がある。

薬学部
湘南医療大学

2026 年度薬学部入学生から

学費を減額します！

195 万円が

年間169万円
※ 施設設備費込みの金額です。
※ 1 年次（初年度納入金）は
　入学金 33 万円が別途必要となります。

薬剤師を目指す学生への
経済的サポートを実現します！ 

【お問合わせ】入試事務室
〒244-0806  神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48
TEL：045-821-0115　Mail：nyushi@sums.ac.jp

一般選抜 Ⅲ期

試験内容▶学力試験（マークシート方式）
●必須科目／理科（化学基礎、化学）
●選択科目／数学（数学Ⅰ・Ⅱ・A・B）または
　　　　　　英語（英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ、
　　　　　　論理・表現Ⅰ）から1科目選択

出願期間▶2026年 2月20日（金）～3月9日（月）

試験日 3.14(土)

全国の大学で統一して実施される薬学共用試験にて、
高い合格率を実現しています！

高い薬学共用試験合格率
OSCE

（技能・態度）

100％
CBT

（知識）

96％

植 栽植 栽
スタッフ募集スタッフ募集

年齢制限なし 時給1225円 パート（非常勤） 必要な資格なし

シニア応援！

ふれあいファーム
医療機関の敷地庭園や草花のお手入れ

☎ 0467-88-1263
 recruit@fureai-g.or.jp

経験者
優遇

詳しくは

まで！ 勤務地：戸塚区上品濃お電話でご応募ください。
（メールでもOK）

常勤スタッフ 数名

非常勤スタッフ 数名

介護職員初任者研修
（旧ホームヘルパー２級）

資格不問

横浜市鶴見区東寺尾4-4-22
ふれあい鶴見ホスピタル医療法人社団

康心会

給与などの詳細、ご応募はこちら▼

tsurumi@fureai-g.or.jp
045-586-1717看護補助 お仕事の

いつの時代も求められる
安定の職種に就きませんか？

◆60歳まで（定年制のため） ◆社保完備、医療補助あり ◆経験者、管理栄養士 優遇
調理師または栄養士調理師または栄養士正社員

ワークライフバランスが良好！医療・介護施設でのお仕事です。

電
話
応
募

面 

接

採
用
手
続
き

現
場
へ
！

東戸塚エリア
または
横浜市内の
医療・介護系施設080（9455）2394

担当/タケシロ

（株）メディカルフーズ
会社所在地：茅ヶ崎市西久保500

書類選考なしで即、面接！

急募

薬剤師
康心会汐見台病院

募 集
駅から座って直通バス通勤
医療費の補助制度が充実

保育園あり
ボーナス年３回（前年度実績） ☎045-761-3581

詳細・応募はこちら詳細・応募はこちら124124日
(夏季休暇 最大 3日含む )

年間休日

将
来
に
わ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る

　
「
介
護
福
祉
士
は
、
人
の
毎
日

の
生
活
を
支
え
、
人
生
に
寄
り
添

う
仕
事
で
す
。
食
事
や
入
浴
の
お

手
伝
い
、
何
気
な
い
会
話
を
通
し

て
、
不
安
が
安
心
に
変
わ
り
笑
顔

が
生
ま
れ
る
瞬
間
に
立
ち
会
え

る
、
特
別
な
場
面
に
あ
ふ
れ
た
現

場
が
あ
り
ま
す
。
直
接
、『
あ
り

が
と
う
』『
あ
な
た
が
い
て
く
れ

て
助
か
っ
た
』
と
い
う
言
葉
を
も

ら
え
る
こ
と
は
、
自
分
の
存
在
が

人
の
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
で
き
る
、
大
き
な
や
り
が
い
に

な
り
ま
す
。

　

日
本
は
、
今
後
さ
ら
に
高
齢
化

が
進
み
ま
す
。
介
護
福
祉
士
と
い

う
専
門
職
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

　

Ｊ
Ｒ
町
田
駅
南
口
か
ら
徒
歩
１

分
に
あ
る
「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光

福
祉
専
門
学
校
」
に
は
、
介
護
福

祉
学
科
が
あ
り
ま
す
。
将
来
、
介

護
分
野
で
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
な

る
人
材
を
育
成
す
る
専
門
学
科
で

す
。
同
校
の
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を

紹
介
し
ま
す
。

介
護
福
祉
士
の
魅
力  

「
人
の
役
に
立
っ
て
い
る
」深
い
実
感

必
要
と
さ
れ
続
け
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
国
家
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
で
安
定
し
た
仕
事
に

就
け
る
上
に
、
経
験
を
重
ね
て
い

く
こ
と
で
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
や
後

輩
の
指
導
者
と
し
て
、
活
躍
の
場

が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

人
と
関
わ
る
こ
と
が
好
き
で

あ
っ
た
り
、
誰
か
の
力
に
な
り
た

い
と
思
う
気
持
ち
が
あ
る
若
い
世

代
に
こ
そ
、
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
未
来
に
つ
な
が

る
と
て
も
貴
重
な
仕
事
で
す
。
本

校
で
し
っ
か
り
と
基
礎
か
ら
学

び
、
知
識
と
経
験
を
積
み
重
ね
、

社
会
で
長
く
活
躍
で
き
る
力
を
つ

け
ま
せ
ん
か
。
資
料
請
求
な
ど
、

お
問
い
合
わ
せ
は
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
」。

■
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校

相
模
原
市
南
区
上
鶴
間
本
町
３
の

18
の
27

☎
０
４
２・７
４
４・９
７
１
１

同校の授業は実習も充実している

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

同
学
部
で
は
先
日
、
７
名
の
現

役
学
生
が
、「
が
ん
治
療
薬
学
生

エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。福

祉
に
貢
献
で
き
る
学
生

　
「
が
ん
治
療
薬
学
生
エ
キ

ス
パ
ー
ト
認
定
制
度
」と
は
、

（
一
社
）
日
本
臨
床
腫
瘍
薬

学
会
が
、【
が
ん
薬
物
療
法

お
よ
び
関
連
す
る
領
域
に
つ

い
て
一
定
水
準
以
上
の
学
力

を
有
し
た
薬
学
生
】【
卒
後

早
期
に
国
民
の
福
祉
の
た
め

に
貢
献
で
き
る
薬
学
生
】
に

対
し
て
認
定
す
る
も
の
で

す
。
が
ん
薬
物
療
法
お
よ
び

関
連
す
る
領
域
を
学
ん
で
い

る
学
生
の
う
ち
、
一
定
水
準

以
上
の
実
力
を
有
し
、
将
来
、
が

ん
医
療
の
現
場
で
活
躍
し
う
る
薬

学
生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

同
大
薬
学
部
の
教
員
は
、
次
の

よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
本
学
学
生
の
『
が
ん
治
療
薬

学
生
エ
キ
ス
パ
ー
ト
認
定
制
度
』

の
合
格
は
、
大
き
な
成
果
で
す
。

湘
南
医
療
大
学
薬
学
部
で
は
、
が

ん
医
療
を
専
門
と
す
る
臨
床
系
教

員
が
、
臨
床
実
習
や
が
ん
医
療
の

研
究
な
ど
の
実
臨
床
に
根
ざ
し

た
教
育
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
が

ん
疼
痛
管
理
、
副
作
用
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
臨
床
疑
問
に
対
す
る
エ
ビ

デ
ン
ス
探
索
な
ど
の
領
域
に
お
い

て
、
複
数
の
医
療
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
高
度
な
学
修
機
会
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
薬
学
に
興
味
の
あ

る
方
は
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
目
指

せ
る
本
学
を
ご
希
望
く
だ
さ
い
」。

■
湘
南
医
療
大
学 

入
試
事
務
室

☎
０
４
５・８
２
１・０
１
１
５

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
48

Ｊ
Ｒ
東
戸
塚
駅
か
ら
徒
歩
15
分

現
役
の
薬
学
部
生
が
７
名
合
格  

が
ん
治
療「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」に
認
定

湘
南
医
療
大
学 

薬
学
部

　

湘
南
医
療
大
学
の
薬
学
部
で

は
、
薬
剤
師
国
家
試
験
の
合
格
、

薬
剤
分
野
の
専
門
家
を
目
指
す
だ

け
で
な
く
、
特
別
な
領
域
の
知
識

や
技
術
を
有
す
る
薬
剤
師
の
養
成

エ
キ
ス
パ
ー
ト
認
定
証
を
掲
げ
る
薬
学
部
生

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
は
院
内
に
「
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
あ
り
、
介
護
や
リ
ハ
ビ

リ
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
支
援
を
受
け
て
い
ま

す
。
担
当
者
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

な
く
、
事
前
に
ご
利
用
を
申
請
さ

れ
て
い
る
方
に
お
越
し
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
朝
10
時
ご
ろ

か
ら
、
心
身
の
維
持
・
向
上
の
た

め
の
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
た
り
、
お

食
事
を
召
し
上
が
っ
て
、
夕
方
16

時
ご
ろ
に
お
帰
り
に
な
る
と
い
う

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

　
Ｑ
．
駅
が
近
い
病
院
な
の

で
、
皆
さ
ん
は
電
車
で
通
っ

て
い
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
ご
自
身
で
来
院
さ
れ

る
こ
と
が
難
し
い
状
態
の
方

が
利
用
さ
れ
る
の
で
、
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

サ
ー
ビ
ス
に
ご
自
宅
ま
で
の

送
迎
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
全
て
の
方
に
送

迎
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
介
護
度
が
高
い
人
に

利
用
を
限
定
し
て
い
る
通
所

が
必
要
な
状
態
の
人
で
す
。
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
介

護
予
防
を
中
心
と
す
る
リ
ハ
ビ
リ

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

　

そ
れ
に
対
し
、
要
介
護
（
１
〜

５
の
段
階
が
あ
る
）
に
認
定
さ
れ

る
の
は
、
よ
り
多
く
の
サ
ポ
ー
ト

を
必
要
と
し
て
い
る
人
で
す
。
日

常
生
活
動
作
の
維
持
・
回
復
の
た

め
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
だ
け
で
な

く
、
介
護
度
に
沿
っ
て
入
浴
の
介

助
、
排
泄
の
補
助
な
ど
の
幅
広
い

内
容
に
広
が
り
ま
す
。

　

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

興
味
が
あ
る
場
合
は
、
ま
ず
は
介

護
の
申
請
（
要
介
護
認
定
な
ど
）

か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
す

か
？

　

Ａ
．
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

要
支
援
（
１
〜
２
）
ま
た
は
要
介

護
（
１
〜
５
）
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
で
、
自
宅
で
生
活
を
送
り

な
が
ら
も
部
分
的
な
支
援
、
ま
た

は
日
常
生
活
で
困
難
な
場
面
に
遭

遇
し
た
場
合
の
コ
ツ
や
転
倒
回
避

の
ポ
イ
ン
ト
を
習
得
し
た
い
方
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
も
っ
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、

楽
し
い
体
操
を
行
な
っ
た
り
、
定

期
的
に
催
事
食
を
提
供
し
た
り
し

て
、
介
護
や
リ
ハ
ビ
リ
だ
け
に
限

ら
な
い
有
意
義
な
時
間
を
お
過
ご

し
い
た
だ
け
る
よ
う
に
心
掛
け
て

お
り
ま
す
。

　

利
用
者
さ
ま
が
、
お
体
だ
け
で

な
く
心
も
健
康
に
な
っ
て
、
生
き

生
き
と
し
た
毎
日
を
送
れ
る
よ
う

に
、
ス
タ
ッ
フ
は
力
を
合
わ
せ
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
当
院
に

は
、
外
来
診
療
や
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
事

務
所
）
も
あ
り
ま
す
。
安
心
感
を

も
っ
て
通
う
こ
と
が
で
き
る
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
思
い

ま
す
。

■
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１
㈹

横
浜
市
中
区
万
代
町
２
の
３
の
３

食
事
、
入
浴
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
心
身
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

も
有
効
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

介
護
保
険
を
利
用
す
る
か
ら

　

し
か
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
利
用
す
る
の
で
、
対
象
は

「
要
支
援
」
ま
た
は
「
要
介
護
」

に
認
定
さ
れ
た
人
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
要
支
援
（
１
と
２
に
分
か

れ
て
い
る
）に
認
定
さ
れ
る
の
は
、

日
常
生
活
に
多
少
の
支
援
や
介
助

　
Ｑ
．
病
院
の
中
の
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
は
、

毎
日
受
け
付
け
を
し
て
始
ま
る
の

で
す
か
？

　

Ａ
．
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ

ル
の
中
に
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
あ
り
ま
す
が
、
病
院
の

よ
う
に
当
日
の
受
け
付
け
順
で
は

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
中
の

「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

と
は
、
普
段
は
自
宅
な
ど
で
日
常

生
活
を
送
っ
て
い
る
高
齢
者
が
、

定
期
的
に
施
設
に
通
っ
て
必
要
な

リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
を
受
け
る
こ
と

で
す
。
身
体
機
能
の
動
作
訓
練
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

高
齢
な
ら
誰
で
も
Ｏ
Ｋ
で
は
な
い
！

要
支
援・要
介
護
の
認
定
が
必
要

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

送
迎
付
き
の
病
院
内
介
護
サ
ー
ビ
ス

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
集
団
体
操
の
様
子

取材協力
3



サイトから
事前申込みを

WEB参加

電話予約20名まで

ふれあい鶴見ホスピタル
１階 会議室

会場参加

会場ココ

新子安駅
京急線

池
谷
戸

JR

1
会場（病院）行き
無料バス
乗り場

公園

首
都
高
速

★

ふれあい鶴見ホスピタル
☎045ｰ586ｰ1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾４ｰ４ｰ22

お問合せ・ご予約

　突然の体調変化、または心停止という状
態は、高齢になればなるほど身近な問題に
なります。AEDの使い方や一時救命処置
（BLS）を知ることで、周囲の大切な人の命
を守れる可能性が高まります。使用方法や
処置の仕方について丁寧に説明します。

AEDと一時救命処置について
会場またはWEB（事前予約制）参加方法

３月26日（木）13:00～14:00日 時 講 

師
臨床工学技士倉田 佳和

ME科
ふれあい鶴見ホスピタル

医学講座 どなたも参加無料

康心会汐見台病院康心会汐見台病院 045-761-3515（地域連携室）〈お問合せ〉

膝  徹底講座膝  徹底講座ざ
ひ

人生100年時代を元気に歩く！人生100年時代を元気に歩く！

膝の痛みは、筋力低下や姿勢、日常動作などが影響して起こります。年のせいだけではありません。
膝のしくみを医師がわかりやすく解説し、痛みの原因・受診目安・治療法の種類についてお話しします。
理学療法士による膝に負担をかけない動作やバランスのとり方、自宅でできる予防体操の紹介もあります。

3月23日
日時・会場

（康心会汐見台病院 部長）（康心会汐見台病院 部長）上西 蔵人 医師整形外科

講 師

14：00▶15：0014：00▶15：00
月

MAPMAP

ウィリング横浜
福祉保健研修交流センター

（上大岡駅直結ビル）

無料セミナー 予約不要

週２日から可♪
経験によって
常勤登用も

ユニフォーム貸与
医療費の補助
交通費支給あり

多種にわたる
専門病棟での
勤務は実力に！

子育て
ママさん
OK

堅実な
医療の
職場 キャリア

を積む

康心会汐見台病院
磯子区汐見台1-６-５

（担当／総務課）
045-761-3581

看護補助者を募集

▲詳細・ご応募は
　こちらからも

経験・保有資格に応じて優遇
時給1,300円～

一般病棟、回復期リハビリ病棟、障害者病棟、
産婦人科病棟などの専門病棟をもち、
急性期～回復期～慢性期の幅広い医療を実現した
ケアミックス型の総合病院です。 　

勤務：磯子区,戸塚区,中区などの医療施設または学校での清掃業務　

わたしたちと一緒に働きませんか？

おそうじ好きさん！

パート
時給1225円

常 勤
要自動車免許

シニア活
躍

お問合せ…リード商会 清掃事業部　 080-7646-1764（菅原）

「歯周病」の名が一般化

歯槽膿漏って何だっけ？
膿が出る悪化した状態

ふれあい横浜ホスピタル

歯科保存治療の効果
取材協力／中山歯科医師

得
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
歯

が
痛
い
／
歯
茎
か
ら
出
血
す
る
／

歯
茎
が
腫
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た

症
状
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
な
る
べ

く
早
く
歯
科
を
受
診
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
」

　

︱
︱
︱ 

歯
を
保
存
す
る
た
め

に
は
何
を
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

　
「
歯
の
保
存
を
目
指
す
歯
科
治

療
を
、『
歯
科
保
存
治
療
』
と
い

い
ま
す
。
む
し
歯
の
予
防
や
、
詰

め
物
な
ど
を
お
こ
な
う
保
存
修

復
、
歯
の
神
経
や
歯
の
根
の
周
り

の
炎
症
を
改
善
さ
せ
る
歯
内
療

法
、
歯
周
病
を
予
防
し
治
療
す
る

歯
周
治
療
な
ど
の
こ
と
で
す
。
小

さ
な
む
し
歯
の
詰
め
物
で
あ
れ

ば
、
１
日
で
治
療
が
終
了
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
歯
周
病
が
進

行
し
て
い
る
場
合
や
根
管
治
療

（
歯
の
根
の
治
療
）
が
必
要
な
場

合
に
は
、
多
く
の
治
療
回
数
と
時

間
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
ど
も
は
、
皆
さ
ま
の
お
口
や

歯
の
お
困
り
事
を
少
し
で
も
良
い

方
向
へ
導
く
た
め
に
、
最
適
な
歯

科
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
当
院
を

ご
受
診
く
だ
さ
い
」。

■
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１
㈹

横
浜
市
中
区
万
代
町
２
の
３
の
３

科
大
学
附
属
病
院
か
ら
の
派
遣

で
、
月
曜
日
と
火
曜
日
に
歯
科
の

外
来
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
」

　

︱
︱
︱ 

ど
の
よ
う
な
歯
の
ト

ラ
ブ
ル
で
貴
院
に
か
か
る
こ
と
が

で
き
ま
す
か
？

　
「
当
院
で
は
、
一
般
的
な
歯
科

治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
主
に

う
蝕
（
む
し
歯
）
や
歯
周
病
の
治

療
、
保
存
困
難
な
歯
の
抜
歯
、
被

せ
物
や
入
れ
歯
な
ど
で
す
。
混
雑

具
合
に
よ
っ
て
お
待
た
せ
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
急
患
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
口
や

歯
の
ト
ラ
ブ
ル
は
当
院
の
歯
科
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
」

　

︱
︱
︱ 

歯
は
、
な
ぜ
治
療
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

歯
の
維
持
は
そ
ん
な
に
重
要
な
こ

と
な
の
で
す
か
？

　
「
は
い
。
人
間
の
歯
は
、
乳
歯

か
ら
永
久
歯
に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ

の
一
度
し
か
生
え
替
わ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
生
涯
ご
自
身
の

歯
で
美
味
し
く
お
食
事
を
楽
し
む

た
め
に
は
、
健
康
な
歯
の
保
存
が

重
要
で
す
。

　

歯
を
喪
失
し
て
し
ま
う
一
番
の

原
因
は
、
歯
周
病
で
す
。
こ
れ
は

『
沈
黙
の
病
』
と
い
わ
れ
、
自
身

が
気
付
い
た
時
に
は
、
す
で
に
悪

化
し
て
い
て
歯
を
失
な
わ
ざ
る
を

　

Ｊ
Ｒ
関
内
駅
南
口
か
ら
徒
歩
３

分
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス

ピ
タ
ル
」
に
は
、
内
科
や
整
形
外

科
、
産
婦
人
科
、
消
化
器
内
科
な

ど
の
ほ
か
、
歯
科
も
あ
り
ま
す
。

担
当
の
中
山
竣
太
郎
歯
科
医
師

に
、
診
療
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　

︱
︱
︱ 

歯
科
を
担
当
し
て
い

る
歯
科
医
師
は
何
人
い
ま
す
か
？

　
「
私
を
含
め
て
３
人
の
歯
科
医

師
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
日
本
歯

な
ら
な
い
状
態
に
悪
化
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

歯
周
病
対
策
で
重
要
に
な
る
の

は
、
歯
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ

ス
、
歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
っ
た
プ

ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
す
。
特

に
高
齢
者
は
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
防

止
す
る
た
め
に
も
口
腔
内
の
衛
生

管
理
は
重
要
で
す
。

　

歯
周
病
と
歯
槽
膿
漏
は
同
じ
病

気
で
、
歯
を
支
え
る
歯
ぐ
き
や
骨

に
影
響
を
与
え
る
病
気
の
総
称

を
、
歯
周
病
と
い
い
ま
す
。
初
期

は
歯
ぐ
き
が
赤
く
腫
れ
る
「
歯
肉

炎
」
に
な
り
、進
行
し
て
悪
化
し
、

歯
ぐ
き
か
ら
膿
が
出
る
状
態
ま
で

進
ん
だ
の
が
歯
槽
膿
漏
で
す
。

プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　

原
因
は
プ
ラ
ー
ク（
細
菌
の
塊
）

で
す
。
初
め
の
う
ち
は
歯
肉
（
歯

ぐ
き
）に
限
局
し
て
い
た
炎
症
が
、

歯
槽
骨
や
歯
根
膜
に
波
及
し
、
吸

収
・
破
壊
を
繰
り
返
す
こ
と
で
進

行
し
て
い
き
ま
す
。
歯
の
保
存
が

困
難
に
な
り
、
抜
歯
し
な
く
て
は

　

最
近
、「
歯
槽
膿
漏
」
と
い
う

言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
今
は
「
歯
周
病
」

と
い
う
名
が
一
般
化
し
て
い
ま
す
。

歯槽膿漏

ふれあい横浜ホスピタル
歯科

中山 竣太郎 歯科医師

歯周病の進行

白
血
病
・
悪
性
リ
ン
パ
腫
な
ど

血
液
を
構
成
す
る
組
織
の
異
常

倦
怠
感
や
発
熱
を
抱
え
る

専
用
病
棟
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

無
菌
室
を
新
設
！
汐
見
台
病
院
の
血
液
治
療

シ
ャ
ワ
ー
・
ト
イ
レ
完
備
、段
差
な
し
の
病
室

　

同
院
で
血
液
疾
患
を
担
当
し
て

い
る
井
上
靖
之
医
師
（
部
長
）
は
、

次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。「
当

院
で
は
、
医
師
だ
け
で
な
く
、
看

護
師
や
薬
剤
師
な
ど
の
多
職
種
が

患
者
さ
ま
の
た
め
に
連
携
し
、
外

来
診
察
か
ら
入
院
、
退
院
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い

診
療
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

治
療
に
よ
る
日
常
生
活
へ
の
影
響

や
、
心
理
面
に
も
配
慮
し
た
支
援

を
大
切
に
考
え
て
い
ま
す
」。

　

同
担
当
の
小
杉
成
樹
医
師
も
次

の
よ
う
に
続
け
ま
す
。「
当
院
で

は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
診
療
、
そ

し
て
安
全
で
質
の
高
い
血
液
医
療

を
提
供
す
る
こ
と
を
第
一
に
考
え

て
い
ま
す
。
血
液
疾
患
は
、
当
院

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

小
限
に
感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
る

「
無
菌
室
」
を
整
え
ま
し
た
。
昨

年
開
設
し
た
外
来
（
通
院
治
療
）

に
加
え
、
入
院
で
も
安
全
性
の
高

い
環
境
で
治
療
が
可
能
で
す
。

退
院
後
も
フ
ォ
ロ
ー

　

血
液
腫
瘍
の
治
療
で
は
、
抗
が

ん
剤
や
免
疫
療
法
に
よ
っ
て
、
免

疫
力
が
低
下
し
ま
す
。治
療
中
は
、

厳
格
な
感
染
対
策
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
で
は
、
こ

の
よ
う
な
治
療
で
あ
っ
て
も
、
最

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
は
血
液
疾
患
専
用
の
病
室
を

用
意
し
、
血
液
の
病
気
で
あ
っ
て
も
地
域
で
安
心
し

て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
だ
る
さ

や
発
熱
が
あ
っ
て
も
、
は
じ
め
か

ら
血
液
疾
患
を
疑
う
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で

す
。
そ
れ
に
対
し
、
あ
ざ
は
発
見

し
や
す
い
症
状
な
の
で
、
倦
怠
感

や
体
調
不
良
に
加
え
て
、
あ
ざ
の

多
さ
が
目
立
つ
場
合
は
、
血
液
疾

患
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

血
液
の
専
門
診
察
で
は
、
血
液

検
査
の
数
値
を
確
認
し
、
骨
髄
検

査
や
画
像
検
査
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
て
、
病
気
の
進
行
度
を
調
べ
ま

す
。
治
療
は
、
抗
が
ん
剤
を
使
っ

た
方
法
だ
け
で
な
く
、
近
年
は
分

子
標
的
薬
や
免
疫
療
法
な
ど
も
進

歩
し
、
患
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
法
が

登
場
し
て
い
ま
す
。

腫
瘍
」
も
、
最
近
で
は
よ
く
聞
く

病
名
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
血
液
腫

瘍
は
ま
と
め
た
呼
び
方
で
、
具
体

的
な
病
名
は
個
別
に
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、「
急
性
白
血
病
」「
悪
性

リ
ン
パ
腫
」「
多
発
性
骨
髄
腫
」

な
ど
で
す
。

あ
ざ
は
特
徴
的

　

血
液
の
病
気
に
な

る
と
、
だ
る
さ
や
息

切
れ
、
動
悸
、
発
熱

の
ほ
か
、
あ
ざ
が
で

き
や
す
く
な
る
な
ど

の
症
状
が
出
る
と
さ

　

体
の
中
で
全
身
を
巡
っ
て
い
る

血
液
。
こ
れ
も
病
気
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

鉄
分
や
ビ
タ
ミ
ン
の
欠
乏
に
よ

る
「
貧
血
」
は
、
よ
く
知
ら
れ
た

血
液
疾
患
の
一
つ
で
す
。「
血
液

　

病
院
の
外
来
診
療
科
の
中
に
は
、
血
液
や
リ
ン
パ

な
ど
の
病
気
を
専
門
に
担
当
す
る
「
血
液
内
科
」
や

「
血
液
専
門
外
来
」
が
あ
り
ま
す
。

白血球白血球

血小板血小板

赤血球赤血球

血漿血漿
けっしょう

血
液
血
液

全血液量の目安全血液量の目安

体重52ｋｇの場合、
血液量は約４ℓ

体重52ｋｇの場合、
血液量は約４ℓ

体重の1/13体重の1/13
康心会汐見台病院康心会汐見台病院

☎045-761-3581☎045-761-3581
横浜市磯子区汐見台1-6-5横浜市磯子区汐見台1-6-5

血液疾患 担当血液疾患 担当
井上靖之医師 小杉成樹医師部長

新 

設
新 

設無菌室無菌室無菌室

取材協力

磯
子
駅

屏風浦駅

環状２号

16
幼稚園

久良岐
公園

ロイヤル
ホスト

クリエイト

汐見台小

車無
料
病
院
バ
ス

当院の駐車場を
ご利用ください

〈病院患者共通〉
磯子駅・屏風浦駅・
上大岡駅
〈血液疾患専用〉
二俣川駅
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